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9. フォローアップ 

9.1 フォローアップ実施事項 

本ビジョンの実現方策の進捗状況や目標の達成状況、県内水道を取り巻く環境の変化等を踏ま

え、市町村の意見も踏まえながらビジョンの推進を図るためフォローアップが必要である。 

フォローアップでは、水道ビジョンで掲げた実現方策、目標を達成するために、以下の取り組みを

行う。 

 高知県水道ビジョン推進委員会（以下 推進委員会）によるフォローアップ 

 高知県の立入検査による進捗確認 

 

9.2 推進委員会によるフォローアップ 

1） 推進委員会の目的 

本ビジョンで掲げた実現方策、目標を計画期間中に達成するためには、本ビジョンにおける委員

会、作業部会の有用性を鑑み、市町村及び外部委員による意見交換や圏域単位での情報交換、

相互協力により進めていくことが、継続した取り組みを効率的に行う上で有効である。 

そこで、推進委員会、推進部会を設置することにより、水道ビジョンの実現を図る。 

 
2） 推進委員会運営体制 

推進委員会は、高知県食品・衛生課を事務局とし、全市町村（上水道事業者、簡易水道事業者と

も）の課長級の代表者及び外部委員により構成し、県全体で開催する。推進部会は、高知県食品・

衛生課を事務局とし、各市町村の実務者級で構成し、圏域単位で開催する。 

また、推進委員会での情報を高知県市町村振興課、南海トラフ地震対策課と共有し、水道基盤強

化の推進を図る。 

 

 

 

 
 

 
図 9-1 推進委員会 運営体制図 

 

 

 

 

 
 

 

図 9-2 推進部会 運営体制図 

中央西圏域 
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※技術支援

推進委員会事務局 

（高知県 食品・衛生課）

高知県 市町村振興課 

  南海トラフ地震対策課 ※情報共有 
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※助言 

推進委員会事務局 

（高知県 食品・衛生課）
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3） 推進委員会実施内容 

推進委員会、推進部会の実施内容を下表に示す。 

なお、本取り組みを進めていく中で、各圏域において他の市町村の状況や考えを共有し、自発

的なリーダーの自覚が芽生えるよう促していく取り組みを行う。 

 
表 9-1 推進委員会概要 

 

表 9-2 推進部会概要 

※課題の確認、共有では、災害時の資機材の融通や意見交換など、具体的な連携についても話し合う。 

 

4） 推進委員会開催時期及び開催場所 

推進委員会及び推進部会の開催時期、開催場所は、以下とする。 

 
表 9-3 開催時期、開催場所 

※2 年目以降は開催時期を入れかえる。 

  

番号 項  目 内  容 備  考 

1 スケジュール確認 
各市町村の検討着手時期、達成時期

の報告、共有 
第 1 回推進委員会で確認 

2 進捗確認 
各圏域市町村の実現方策の進捗状況

の確認 
PDCA 進捗管理表等の活用 

3 
課題の確認、共有 

（全圏域） 

実現方策の実施上の課題や解決策を

全圏域で横断的に共有、検討 
PDCA 進捗管理表等の活用 

4 講演会の開催 水道業界の動向、先進事例等の把握  

番号 項  目 内  容 備  考 

1 進捗確認 
各圏域市町村の実現方策の進捗状

況の確認 
PDCA 進捗管理表等の活用 

2 
課題の確認、共有 

（各圏域） 

実現方策を進める上での課題、解決

策を各圏域で共有、検討※ 
PDCA 進捗管理表等の活用 

3 取り組み内容の紹介 取り組み内容の紹介及び意見交換  

4 セミナーの開催 各実現方策に関連する技術の研修  

番号 会議種別 開催時期※ 開催場所 備考 

1 推進委員会 毎年度 7 月頃 高知県庁等  

2 推進部会 毎年度 9 月～10 月頃 各保健所等  
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9.3 高知県の立入検査による進捗確認 

水道法改正等の趣旨を反映し、県が実施している従来の立入検査に加え、本ビジョンに掲げた

取り組み状況についても併せて確認する。 

 実施時期 毎年度 冬時期頃 
 
9.4 目標管理 

表 9-4 数値目標 

実現方策 項目 
現況 
（R１） 

中間

目標

（R6）

最終

目標

（R11）

調査名 
中間評価

採用年度

＜安全＞ 

水安全計画の策定 
水安全計画 
策定率 

3％ 
（H29）※ 

100％ 100％
水道水質 
関連調査 

R4 

クリプトスポリジウム 
対策等による浄水処理の

適正化 

クリプトスポリジウム 
対策実施率 

69％ 
（H29）※ 

100％ 100％
水道水質 
関連調査 

R4 

＜強靭＞ 

浄水施設、配水池、 
基幹管路等の耐震化 

耐震化計画策定率 
85％ 

（H30）※ 
90％ 100％

国及び県の 

交付金事業計画
R5 

浄水施設の耐震化率 
29％ 

（H29）※ 
45％ 60％ 水道統計 R3 

配水池の耐震化率 
63％ 

（H29）※ 
80％ 85％ 水道統計 R3 

基幹管路の耐震適合率 
39％ 

（H29）※ 
45％ 55％ 水道統計 R3 

BCP 簡易様式等の活用や

県外受援も考慮した 
「水道 BCP」の策定 

BCP 策定率 
6％ 

（H30）※ 
100％ 100％

部会等 
ヒアリング 

R5 

＜持続＞ 

簡易ツール等を活用 
したアセットマネジメントの

導入 

アセットマネジメント 
導入率 
（施設更新計画策定

率） 

67％ 
（H29）※ 

80％ 100％
水道事業の運営

に関する調査 
R4 

水道施設台帳の整備及び

システム化の実施 
水道施設台帳整備率 

15％ 
（H29）※ 

100％ 100％
水道事業の運営

に関する調査 
R4 

※採用年度 
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ー

PLAN（実現方策） DO（方策の実施） CHECK（実施の検証） ACTION（未達成の取組み方針）

（　　　　　　　　圏域：　　　　　　　市・町・村　）

取組み目標

取組み年度

取組み内容

●できたこと ●これから、どうするか？

●できなかったこと ●どのようにするか？

ー

ー

80%

100%

ー

ー

ー

ー

中　間　評　価
（令和6年度）

●できたこと ●これから、どうするか？

ー

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

ー

ー

45%

80%

45%

90%

ー

（コメント）
●目標達成に向けて取り組む事項
（これから、どうするか？）

●目標達成に向けて取り組む事項
（どのようにするか？）

●これから、どうするか？

●どのようにするか？

ＫＰI

(目標値％)

（コメント）
●目標に対して達成した事項
（できたこと）

●目標に対して未達成な事項
（できなかったこと）

ー

ー

50%

●できたこと

●できなかったこと

100%

ー

ー

100%

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

ー

ー

ー

ー

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

ー

ー

ー

ー

ー

【持続ある水道③】
①現状の取り組みの共有､日常の接点を活かした地域
住民との対話

②適正な水道料金体系導入検討

③簡易ﾂｰﾙ等を活用したｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ導入
（重要施策）
④水道施設台帳の整備及びシステム化の実施
（重要施策）（広域連携）

【持続する水道②】
①水道事業の受け皿となる支援組織の検討・活用
（広域連携）

ー

③水源の適切な監視と保全の実施

【安全な水道②】

①ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ対策等による浄水処理の適正化(重要施策)

【安全な水道③】
①更新制導入による指定給水装置工事事業者の資質
向上（広域連携）

【持続する水道①】

①水道ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定

【強靭な水道①】

②土砂災害､津波対策、洪水に対する浄水施設、配水
池、基幹管路等の対策

【強靭な水道②】
①BCP簡易様式等の活用や県外受援も考慮した「水道
BCP」策定（重要施策）

②技術力確保のための研修会の実施（広域連携）

③ICT/IoT技術による維持管理の低減､水の安全性確
保､災害対応の強化にしする事業運営の効率化（広域
連携）

④運営基盤強化のための広域支援体制の構築・活用
（広域連携）

ー

【安全な水道①】

②災害時等緊急時の資機材確保（広域連携）

③災害時対応体制の構築（広域連携）

今年度の目標

達成状況

今年度の目標

達成状況

①水安全計画策定（重要施策）

②適切な水質検査や水質監修（広域連携）

令和2年度 令和3年度

ー

ー

ー

ー

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

今年度の目標

達成状況

今年度の目標

達成状況

今年度の目標

達成状況 令和6年度令和5年度令和4年度

ー

ー

ー

目指すゴール 【災害に強く持続ある水道の実現に向け、水道基盤の強化を目指す】

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

   ● 耐震化計画の策定
①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

   ● 浄水施設の耐震化
①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

   ● 配水池の耐震化
①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

   ● 基幹管路の耐震適合化
●できなかったこと ●どのようにするか？

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

高知県水道ビジョン ＰＤＣＡ進捗管理表（令和2年度～令和6年度)

⑤市町村の意向を尊重しつつ、経営統合を含めた
広域化の検討（広域連携）

ー ー ー ー ー ー
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ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

PLAN（実現方策） DO（方策の実施） CHECK（実施の検証） ACTION（未達成の取組み方針）

（コメント）
●目標に対して達成した事項
（できたこと）

●目標達成に向けて取り組む事項
（これから、どうするか？）

取組み内容
(目標値％)

取組み目標
今年度の目標 今年度の目標 今年度の目標 今年度の目標 今年度の目標

総　合　評　価
（令和11年度）

（　　　　　　　　圏域：　　　　　　　市・町・村　）

目指すゴール 【災害に強く持続ある水道の実現に向け、水道基盤の強化を目指す】

達成状況

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

100%

②適切な水質検査や水質監修（広域連携） ー

ー

【安全な水道②】

③水源の適切な監視と保全の実施

●できなかったこと ●どのようにするか？

取組み年度

達成状況 達成状況 達成状況
●目標に対して未達成な事項
（できなかったこと）

令和11年度令和10年度令和9年度令和8年度令和7年度 達成状況

●できたこと ●これから、どうするか？

①水安全計画策定（重要施策）
※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

ー

ー

ー

ー

ー

①ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ対策等による浄水処理の適正化(重要施策) 100%

【安全な水道③】

●できたこと ●これから、どうするか？
①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

ー

③災害時対応体制の構築（広域連携） ー

   ● 耐震化計画の策定
①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

60%
   ● 浄水施設の耐震化 ※

単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

100%

55%

●できなかったこと②土砂災害､津波対策、洪水に対する浄水施設、配水
池、基幹管路等の対策

85%
   ● 配水池の耐震化
①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

●どのようにするか？

【強靭な水道②】
①BCP簡易様式等の活用や県外受援も考慮した「水道
BCP」策定（重要施策）

100%

②災害時等緊急時の資機材確保（広域連携）

ーー

ー

ー

①浄水施設、配水池、基幹管路等の耐震化（重要施策）

●できたこと ●これから、どうするか？

①水道ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

ー

②適正な水道料金体系導入検討 ー

③簡易ﾂｰﾙ等を活用したｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ導入
（重要施策）

100%

④水道施設台帳の整備及びシステム化の実施
（重要施策）（広域連携）

ー ー ー

100%※
単
年
度
評
価
表
へ
記
録

【持続する水道②】

ー

ー

【持続ある水道③】

④運営基盤強化のための広域支援体制の構築・活用
（広域連携）

③ICT/IoT技術による維持管理の低減､水の安全性確
保､災害対応の強化にしする事業運営の効率化（広域
連携）

②技術力確保のための研修会の実施（広域連携）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

①水道事業の受け皿となる支援組織の検討・活用
（広域連携）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

●できなかったこと ●どのようにするか？

ー

●目標達成に向けて取り組む事項
（どのようにするか？）

ＫＰI
（コメント）

ー

高知県水道ビジョン ＰＤＣＡ進捗管理表（令和7年度～令和11年度)

①現状の取り組みの共有､日常の接点を活かした地域
住民との対話

⑤市町村の意向を尊重しつつ、経営統合を含めた
広域化の検討（広域連携）

ー ー ー ー ー ー

【持続する水道①】

   ● 基幹管路の耐震適合化

①更新制導入による指定給水装置工事事業者の資質
向上（広域連携）

ー

【強靭な水道①】

【安全な水道①】
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令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

（　　　　　　　　圏域：　　　　　　　市・町・村　）

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

単年度（年度別）評価表（令和2年度～令和6年度）

令和2年度

令和6年度

目標達成向けて、取り組む事項（Try）

令和2年度

  目標に対して達成できた事項（Keep)

目標に対して未達成の事項（Ｐroblem)

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度
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令和11年度

令和11年度

令和9年度

令和8年度

令和10年度

令和11年度

令和9年度目標に対して未達成の事項（Ｐroblem)

令和7年度

令和8年度

（　　　　　　　　圏域：　　　　　　　市・町・村　）

令和10年度

令和9年度

単年度（年度別）評価表（令和7年度～令和11年度）

  目標に対して達成できた事項（Keep) 目標達成向けて、これから取り組む事項（Try）

令和7年度

令和7年度

令和8年度

令和10年度
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